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研究成果の概要：①係数環が非可換付値環の場合、skew polynomial rings の中の valuation 
rings の分類を試み、Gauss 拡大の場合、完全に分類することが出来た。 
②係数環が semi-prime Goldie rings の場合、partial skew polynomial rings が Goldie 環にな

る必要且つ十分条件を見つけることができた。 
③係数環が semi-simple Artinian rings の場合、partial skew polynomial rings の構造を完全

に決定することが出来た。 
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１． 研究開始当初の背景 
Ore extensions の研究は、主として、イデア
ルの構造を調べること、及び、環としての構
造を調べることが主流であった。 
 
２．研究の目的 
Brungs-Toener Problem ：“ 係 数 環 が
non-commutative valuation rings の場合の
Ore 拡 大 のす べ て の non-commutative 
valuation rings を分類せよ” 
この問題に対して、完全解決を目指すことが
目的であった。 
 

３． 研究の方法 
研究分担者、植田玲（島根大学）、平野康之
（鳴門教育大学）、及び、海外共同研究者
H.Brungs （ Alberta University, 
Canada ） ,G.Xie(Guangxi Normal 
University, China), 
M.Fererro(Universidade Federal do Rio 
Grande do Sul, Brazil)を本学に招聘し、議論
した。 
 
４．研究成果 
①Ore拡大が skew polynomial ringsの場合、
Gauss 拡大という、概念を導入し、 
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Guass 拡大の場合のみ、non-commutative 
valuation rings を完全に分類することが出
来た。 
②係数環が、semi-prime Goldie rings の場合、
partial skew polynomial rings が Goldie 環
になる必要且つ十分条件を見つけた。更に、
prime ideals の構造を完全に決定することが
出来た。 
③係数環が semi-simple Artinian rings の場
合、partial skew polynomial rings を分類す
ることが出来た。 
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